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『
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが、
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。

高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。
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桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な存在。

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松野さゆり
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある”

ｄ

一画し》
言-、

ｄ

一画し》
言-、

あらすじ
医者として自分はやっていけるのか…。
苦悩する高杉<んの元に、リハビリを続ける患者さんの一言が胸に響く。
ほんとうに大変なのは自分よりも患者さんではないか。
こんなところで挫けてはいられないと、あらためて決意を固めたその時、
高杉<んの脳裏に、亡き父との思い出がよみがえる。
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骨盤底筋体操
仰向けになり軽く両ひざを立てる
虹門括約筋を中に引き込むような気持ちで
力をぐっと入れる
最初は５秒程度
慣れたら1 0秒くらいはそのままにし、
その後ゆっくり力を抜く
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【基本姿勢】
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二弐

*術後の回復経過：東北大学ホームページより抜粋

術後の生活の質(Q0L)について
東北大学病院泌尿器科で2002年以降、前立腺全摘除術を受けられた約
100人の方にご協力いただいたアンケート調査の結果を示します。
術後の回復具合について手術前を100としたときの割合で表しており、
スコアが高いほど良い状態を意味しています。
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
一

調べてみました！ 検索ワード→『マイクロカプセル」
〆

今回は､『マイクロカプセル』について調べてみました二

マイクロカプセルとは、球体直径がおよそ、１〃～1,000 u m程の極め
て微小なカプセル（容器）に薬剤等を内包したものをいいます。その起源
をたどると、１９５０年代のアメリカにたどり着きます。
１９５７年アメリカの'ナショナルキャッシュレジスター社’という会社が

｢ノンカーボン複写紙」を開発しました。「筆圧によってマイクロカプセル
が壊れた部分だけ染料が放出され、複写される仕組み」を活用したこのノ
ンカーボン複写紙こそ、世界で初めてマイクロカプセル技術を製品化した
物と言われています。

現在では、マイクロカプセル技術は’工．’にも一役買っています。
例えば、家を建てる際に用いる「断熱剤」に使われているのです。
「暖房時には室内から吸熱し熱を閉じ込め、部屋を暖かくする

物質」「冷房時には室内から熱を放出し、部屋をより涼しくする
物質」がそれぞれマイクロカプセルに封入されており、夏は涼しく冬は暖
かい快適な居住空間を実現し､冷暖房エネルギーの節約を可能にしているの
です。

また、マイクロカプセル技術は医薬品のドラッグデリバリーシステムに
も使われています。「内包物の放出をコントロールする仕組み」を活用して
いるのが・・リュープリンのドラックデリバリーシステムです。マイクロ
カプセルに封入された薬成分が、１カ月あるいは３カ月かけて安定して放
出される仕組みになっています。

リユープリンをはじめとする医薬品．さらには'工．’にも一役買ってい
るマイクロカプセル、これからも活躍の場面が広がっていく事でしょう！
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー鳶
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企画

武田薬品工業株式会社
医薬営業本部マーケティング部
〒１０3-8668
東京都中央区日本橋２丁目１２番1 ０号

【参考文献】
･NipponRinshoVol60,Supplll，２００２P218-P223
･NipponRinshoVol65，SuppllO,２００７P312-P316
･「新泌尿器科手術のための解剖学」メジカルビュー社
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④武田薬品工業株式会社
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